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アジア人財資金構想・金沢大学コンソーシアムにおける短期集中型ビジネス日本語教育とその評価・課題（太田，今井・島）
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図５短期集中型Ｂ｣教育後アンケート及び結果
アンケートは５段階評価で回答するようになっているが,金大コンソのＢＪ教育を特
徴づける「短期集中型」について，「コース全体のスケジュールの適切さ」（問４）の
結果は，2008年春期ＢJ教育において５点満点で4.57点，同年夏ＢJ教育で4.22点と，一
定の支持を受けたとみることができる。このほかにも，春夏とも平均評定が４点以上
の項目は，３０問中23問に及び，金大コンソ短期集中型ＢＪ教育は受講学生から概ね高い
評価を得たと言ってよいだろう。
その一方で，「実施場所」（問５）は平均評点に２点未満がつけられた項目であるが，
IJSCの場所が金沢駅近くなのに対し,学生の居住地が大学周辺であり,通学に不便だっ
たことが大きな原因である。今後も大学とIJSCとの共同運営でＢＪ教育を継続してい
く以上，これは大きな課題の一つと言えるだろう。
また，春夏どちらか一方の評点で３点台がついた５項目のうち，「教材内容」（問13）
と「教材分量」（問14）については，事業２年目以降，海外から予備教育を経て受入れ
－７－



